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ハンドリング用ロボット導入で
作業効率が向上。受注増を目指し、
積極的な事業展開へ

TOPIC

05 有限会社矢田化学工業

防爆型搬送ロボット・クリーンルームの導入による塗装の品質安定化・
生産性向上・低コスト化・環境対応の実現

塗装に関して絶対的な自信

　矢田化学工業は金属や樹脂などの
ワークへの塗装を手がける。焼き付
け、低温焼き付け、カチオン電着な
どのさまざまな塗装技術を蓄積し、そ
れらを磨きながら積極的に事業を展
開。特に500㎜×500㎜までのワー
クに対する塗装では「コスト、品質、
納期とすべてにおいて絶対の自信」
（中本和則社長）を持っており、自動
車産業を中心とした顧客から厚い信
頼を得ている。
　同社は金属をメインに扱っていた
が、15年ほど前から樹脂への塗装も
本格的に始めた。本社工場には塗装
ラインが３本あり、オーバーヘッドの
静電塗装ラインとスラットコンベア塗
装ラインが２本ある。このうち１本は
金属と樹脂のライン、もう１本は樹脂

専用のラインとして稼働していた。こ
こ数年、金属、樹脂ともに受注が増
えたことからラインの能力が限界に近
づき、残業も多くなった。さらに設備
の老朽化が進んだこともあり、更新の
必要に迫られた。

効率化に向け先端設備導入

　ただ、設備更新にはラインを止め
なければならず、それは「仕事を止
めることとイコール」（同）だ。そこで、
本社工場とは別の工場を立ち上げる
ことになり、平成27年に本社工場の
近くで工場を取得した。
　この工場は本社工場の設備の一部
を移設するとともに、新規設備を導入。
同29年に「膝折工場」として稼働した。
この膝折工場を整備する際に「平成
27年度補正ものづくり・商業・サー
ビス新展開支援補助金 」を活用す

ることにした。先端的な設備を導入
し、効率を追求した。
　そのうちの一つがハンドリング用ロ
ボットだ。安川電機のロボットで、ラ
インに流れてきた金属や樹脂のワー
クをつかんで、次工程の塗装用ロボ
ットに渡す搬送の役割を果たす。中
小企業でも塗装用ロボットを導入して
いる例は多いが、ハンドリング用ロボ
ットまでを活用しているのは珍しいと
いう。ハンドリング用ロボットは高速
かつ正確に動くため、これまでの人手
（2人分）による搬送作業に比べて効
率は大幅に向上した。

ＩｏＴも活用し品質アップ

　また、膝折工場ではＩｏＴ（モノ
のインターネット）化も進めた。９台
の監視カメラを設置し、リアルタイム
で工場の状況を確認できるようにした。

自動車部品の塗装などを手がけている

やだかがくこうぎょう
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導入したハンドリング用ロボット（右）。塗装用ロボット（左）に高速かつ正確にワークを渡す

「高レベルを目指す」と話す中本社長

録画も行い、３カ月分の録画データ
を残している。加工条件のデータも
蓄積していることから「品質不良など
問題が発生したときには、さかのぼっ
て原因を数値と映像で探せる」（同）。
　さらに、クリーンルームも導入。
塗装現場の清浄度を一定に保つこと
で、不良品の発生防止や品質の向
上を図っている。
　こうしたロボットやＩｏＴ、クリーン
ルームの導入は「資金に余裕のない
中小企業には難しく、ものづくり補助
金がなければできなかった。大変あり
がたい」と中本社長は振り返る。なお、
膝折工場の塗装用ロボットも別年度の
ものづくり補助金で導入したものであり、
一定のスピード、吐出量で塗料の吹き
付けができることから品質が安定し、
また、人手に比べて時間や塗料が半
減するほどの成果が得られたという。

より難度の高い加工に挑戦

　これまで矢田化学工業は高い技術
レベルを保ってきたが、人手によるも
のだったため限界があり、いわば高
止まりの状態だった。だが、ものづく
り補助金の活用で環境を整えられたこ
とにより「これまで以上の高品質な加

工できる可能性が見えてきた」（同）。
　そして、「今後はよりレベルの高い
塗装の仕事を受注したい。難度の高
い加工に果敢にチャレンジし続けるこ
とでステップアップを図る。厳しい競
争の中で生き残っていくためにはそれ
しかない」（同）と将来を見据えて決
意を固めている。

やだかがくこうぎょう

クリーンルームも導入し高品質化へ


